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研究成果の概要 

本研究は、AI システムによる個人に最適化された支援を人々が安心して受けられる社会を実現

するために、推薦システムの一般利用者が推薦の挙動を探索できる基盤技術を、情報学（後藤グ

ループ）・神経生理学（古屋グループ）・社会心理学（土方グループ）を融合した学際的な研究によ

って構築する。それにより、信頼される社会基盤として消費者あるいは生産者の立場で持続的に

利用できるような、人間中心に制御できる透明性の高い推薦システムを提供可能にすることを目的

とする。基盤技術開発に加え、応用事例として推薦システムを開発し、有効性を実証実験で検証

する。推薦の主な対象は音楽コンテンツとし、その鑑賞・創作支援と推薦技術を研究開発する。 

2024年度は本研究プロジェクトの 5年目として、グループ間で連携しながら、Explorable 推薦基

盤技術の研究開発と実装を進めて研究成果を創出した。まず、情報学を中心とした成果として、本

研究で新規開発した音楽推薦システムに基づき、音楽推薦の高次元潜在空間を可視化して透明

性を高くする機能を備えた Web サービスを前年度にプレス発表したが、その継続的な機能拡張に

加えて公開後の利用ログ分析も実施して、その結果も含む論文 4)を発表した。また、高次元潜在

空間の超球面上の確率的表現学習を用いたマルチモーダル音楽情報検索を実現し 2)、複数人

による音楽アノテーション結果を項目反応理論で統合することを可能にした 3)。次に、神経生理学

を中心とした成果として、信頼性を定量評価可能な生理指標を同定するため、精度の異なる推薦

によって、音楽聴取時の生理指標や嗜好の評価がどう変わるかを実験して分析した。そして、社会

心理学を中心とした成果として、心理学実験によって、本研究で新規開発した推薦エンジンの切り

替え機能の有無が、推薦性能への知覚や推薦システムに対する信頼に影響するかを検証した。 
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